
【事務事業シート（政策的経費）】

1

2

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

　在宅訪問の可能な薬局数は増加傾向にあるが、薬剤師不足のため完全対応できていない状況にあるものと思わ

れ、引き続き、事業委託先である（一社）愛媛県薬剤師会と連携して事業実施に努めたい。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

　在宅訪問の可能な薬局の算定数が増加傾向にあり、事業の効果が現れているものと思われる。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 9,766 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 14,024 千円
最終現計予

算額

実績値 軒

達成率 104.00 ％ 達成率 ％ 達成率

軒

実績値 312 軒 実績値 軒 実績値 軒

軒 目標値 320 軒 目標値 330

時点･期間 ～R8年度

現状値 280 軒

目標値 300 軒 目標値 310

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 ～R3年度 時点･期間 ～R5年度 時点･期間 ～R6年度 時点･期間 ～R7年度

始期 H26

終期

Ｋ  P  Ｉ

在宅訪問を実施している薬局数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 　

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

当初 事　項 薬剤師支援事業費 予算主管課 薬務衛生課

事　業

概　要

研修会の開催や実態調査等に取り組む県薬剤師会を支援し、在宅医療に係る薬剤

師の育成、薬剤師の確保等を図る。

決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

　薬局薬剤師に対して、研修等を通じて職能の向上を図った事業であり、効果が現れるのには時間を要するものと思われる。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

　健康相談に対応できる薬局数が増加したことから、一定の効果があったものと考えている。　単年事業のため、R６年度は廃止とする。　R5年度で実施した事業の効果の把握に努め、健康サポー

ト薬局の登録数を確認しており、R7年度への事業実施の展開を検討することとしている。　また、当該事業は、国の予算を活用して実施したことから、引き続き国の動向を注視し、R7年度以降も

同様の事業があれば、併せて活用するよう検討したい。　なお、事業実施に当たっては、事業委託先である（一社）愛媛県薬剤師会と研修の内容等を協議し、より効果的な事業実施に努めたい。

千円

決算額 1,313 千円 決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

コ　ス　ト

最終現計予

算額 4,320 千円
最終現計予

算額

達成率 ％ 達成率 ％

件 実績値 件

達成率 80.36 ％ 達成率 ％

件

実績値 45 件 実績値 件 実績値

件 目標値 件 目標値

時点･期間

現状値 40 件

目標値 56 件 目標値

R４年度 時点･期間 R５年度 時点･期間 時点･期間

R5

Ｋ  P  Ｉ

地域包括支援センター等と連携し住民からの健康相談に対応できる薬局数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間

6月

補正

事　項 健康サポート薬局推進事業費 予算主管課 薬務衛生課

事　業

概　要

県薬剤師会と連携し、健康相談、在宅、医療機関等の連携に対応可能な薬局である「健康サ

ポート薬局」に取り組む薬剤師に対して様々な研修会を開催し、養成することによって、健康

サポート薬局の登録軒数を増加させる。

始期 R5

終期

令和５年度　　事後評価シート



3

4

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

次年度以降も事業実施を継続する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 1,122,133 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
1,144,328 千円

最終現計予

算額

実績値 %

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

%

実績値 100 % 実績値 % 実績値 %

% 目標値 100 % 目標値 100

時点･期間 R8年度

現状値 100 %

目標値 100 % 目標値 100

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H18

終期

Ｋ  P  Ｉ

法定負担額に対する支出実積

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

６年度以降も継続して実施予定であり、６年度の執行方法や７年度の見直しは想定していない。

2月

補正

事　項 介護保険地域支援事業交付金 予算主管課 長寿介護課

事　業

概　要

高齢者が可能な限り地域において自立した日常生活を営むことができるよう、介護予防に資す

る事業や、地域の総合相談等を地域支援事業として市町が実施する場合に、交付金を交付す

る。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 13,046 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 15,242 千円
最終現計予

算額

実績値 市町

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

市町

実績値 20 市町 実績値 市町 実績値 市町

市町 目標値 20 市町 目標値 20

時点･期間 R8年度

現状値 19 市町

目標値 20 市町 目標値 20

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R3年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H30

終期

Ｋ  P  Ｉ

地域分析を行っている保険者（市町）数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 介護保険保険者機能強化支援事業費 予算主管課 長寿介護課

事　業

概　要

高齢者の自立支援・重度化防止及び介護給付の適正化の取組みを支援し、市町に

おける保険者機能の強化を図る。



5

6

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績は想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状を踏まえると、KPIは目標達成すると考え

られることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 660,650 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
683,427 千円

最終現計予

算額

実績値 ％

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

％

実績値 100 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

％ 目標値 100 ％ 目標値 100

時点･期間 Ｒ8年度

現状値 100 ％

目標値 100 ％ 目標値 100

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R４年度 時点･期間 Ｒ5年度 時点･期間 Ｒ6年度 時点･期間 Ｒ7年度

始期 H27

終期

Ｋ  P  Ｉ

法定負担額に対する支出実積

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績は想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状を踏まえると、KPIは目標達成すると考え

られることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

当初 事　項 低所得者介護保険料軽減負担金 予算主管課 長寿介護課

事　業

概　要

市町が実施する第1号被保険者（65歳以上）のうち、低所得者の保険料軽減に必

要な経費の一部を負担する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 20,417,491 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
20,793,523 千円

最終現計予

算額

実績値 ％

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

％

実績値 100 ％ 実績値 ％ 実績値 ％

％ 目標値 100 ％ 目標値 100

時点･期間 Ｒ8年度

現状値 100 ％

目標値 100 ％ 目標値 100

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R４年度 時点･期間 Ｒ5年度 時点･期間 Ｒ6年度 時点･期間 Ｒ7年度

始期 H12

終期

Ｋ  P  Ｉ

法定負担額に対する支出実積

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

2月

補正

事　項 介護給付費負担金 予算主管課 長寿介護課

事　業

概　要
介護保険法に基づいて、市町が給付する介護給付費等の費用の一部を負担する。



7

8

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

5年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、6年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達成

すると考えられることから、6年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

昨年度と比較してKPI実績値は1.3倍、出前講座参加者は1.7倍、動画研修の参加者も増加しているものの、会場開催の参加者数が

コロナ禍前まで戻らないこともあり、未達成となった。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 75,606 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 75,606 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 98.11 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 9811 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 10000 人 目標値 10000

時点･期間 R8年度

現状値 7287 人

目標値 10000 人 目標値 10000

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H16

終期

Ｋ  P  Ｉ

研修の参加者数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

2月

補正

事　項 在宅介護研修センター運営費 予算主管課 長寿介護課

事　業

概　要

一般県民を対象として実践的研修を実施する「在宅介護研修センター」を運営

し、本県の介護の質の向上及び地域の介護力強化を図る。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

小学生とその保護者を対象とした体験型介護研修バスツアーや体験型研修を希望する団体へのバスツアーを実施することで、センターへの来所者数は対前年

度比1.6倍に増加したものの、目標値には至らなかった。未達成の要因として、センターの研修実績値もコロナ禍前まで回復していないため、コロナ禍の影

響が残っている可能性がある。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

在宅介護研修センターに来所し介護について体験し学ぶことで、要介護者に残された機能を維持したり正しい介護を学び介護に備えることで症状の早期発見や悪化を防いだり

と、KGI実績値の向上に好影響を与えた可能性がある。体験型研修参加者の評価は高く、令和6年度以降も5年度に得た実績を元に効果的な周知や取組みを行い、来場者の増加

と認知度を向上させる。

千円

決算額 4,505 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 5,358 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 55.95 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 2063 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 人 目標値

時点･期間

現状値 988 人

目標値 3687 人 目標値

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R5.1 時点･期間 R5年度 時点･期間 時点･期間

始期 R4

終期 R5

Ｋ  P  Ｉ

来場者の数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 在宅介護研修センター体験型介護研修事業費 予算主管課 長寿介護課

事　業

概　要

アフターコロナを見据え、VRや介護ロボットの活用のほか、センターの特色を生かした体験

型介護研修等を実施し、来場者数の増加と認知度向上を図る。



9

10

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績はほぼ想定通りの成果が出ており、６年度以降もKPIは目標達成すると考えられることから次

年度以降も継続する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 9,049 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 11,453 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 100.41 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 189775 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 207000 人 目標値 216000

時点･期間 R8年度

現状値 179796 人

目標値 189000 人 目標値 198000

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H19

終期

Ｋ  P  Ｉ

認知症サポーター数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

5年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、6年度以降も現状を踏まえ、KPIの目標達成が必要である

と考えられることから、次年度以降も継続する。

当初 事　項 認知症施策推進事業費 予算主管課 長寿介護課

事　業

概　要

認知症地域支援体制の構築を図るほか、認知症の人や家族が気軽に相談できる体

制整備を図る。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 3,242 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 4,768 千円
最終現計予

算額

実績値 市町

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

市町

実績値 17 市町 実績値 市町 実績値 市町

市町 目標値 20 市町 目標値 20

時点･期間 R8年度

現状値 14 市町

目標値 17 市町 目標値 20

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H17

終期

Ｋ  P  Ｉ

中核機関整備市町数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 成年後見制度利用促進事業費 予算主管課 長寿介護課

事　業

概　要

認知症高齢者など日常生活に支障がある人を支える成年後見制度の利用促進を図

るため、体制整備や関係機関との連携強化を行う。


